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研究員 紙谷 栄治助教授  佐竹 秀雄助教授













パ ロ デ ィ に み る 文 体
一文体の計量的分析をめざして一











































































































「駅長さあん、駅長さあん」                    :
やや甲高い声であった。                     |
と……。                       |
襟巻で鼻の上まで包み、耳に帽子の毛皮を垂らした男が√雪を踏んで |












野坂昭如  五木寛之  池波正太郎  田辺聖子  司馬遼太郎










田辺聖子  『夕ごはんたべた?』 1975年(新潮文庫、1%の
司馬遼太郎 『国盗り物語』- 1%3～64年(新湖文庫、1971)
































































































































2.2   0.2   3.0






























































































野坂  五木  池波  田辺  司馬  村上  横溝





































左 :現在形 中 :その他 右 :過去形
野坂 昭如 60.0 20.0
48.8 25.6

















































































































































1年次……現代語 I、 現代語 Ⅱ、現代語Ⅲ、ラボ I
2年次……現代語 V、 現代語V(口語文法)、 現代文学 I
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外国における日本語教育のカリキェラムについて
3年次……現代文学 ]、 古典語 I(文語文法)、 文化史
4年次……現代文学皿、古典語 Ⅱ (文語文法)、 古典文学
夜間の部
1年次……現代語 I、 現代語 n、 現代語Ⅲ、ラボ I、 ラボⅡ





















初級日本語I 通年 1週7時間 (∞分×7回)
初級日本語 口 通年 1週7時間 (∞分×7回)
中級日本語I 通年 1週5時間 (5()分X5回)
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中級日本語 Ⅱ 通年 1遅5時間 (50分×5回)
L級日本語I 通年 1週2時間 (50分X2回)
上級日本語 Ⅱ 通年 1週2時間 (50分×2回)
現代語講読  前期 (秋) 1週1時間
近代文学講読 後期 (春) 1週1時間
古典文学講読 前期 (秋) 1週3時間
古典文学講読 後期 (春) 1週3時間
古文書、漢文入門 後期 (春) 1週∞分2回
日米文法比較研究・前期 (秋)
初級日本語 I、 1にはラボがそれぞれ3時間組み込まれている。 1、 1の
テキス トは『Beginning JapaneSe』(日本 語 表 記 も含 む )、『 Reading
JapaneSe』で、 Iは『Beginning Japanese』の 1課～16課と『Reading
Japanese』の1課～6課である。Ⅱは『Beginning Japanese』の17課～28課と
『Reading Japanese』の7課～18課である。中級日本語 I、 1にもラボが3
時間組み込まれている。 Iのテキス トは『Beginning Japane"』の29課～34
課と『Modern Japanese』(Hibbett and ltamka)の1課～9課である。1の
テキス トは『Modern Japane"』の10課～24課である。L級日本語 I、 1では
























える。か りに初級日本語 1と初級日本語 1を併修するとしたら、 1週に14時
間日本語を学習することになる。この方法は外国語をマスターさせるために
は効果的方法であると思う。初級 日本語 1、 Ⅱでの中心は “Spcaking"と























は日本語表記の『Modcrn Japanese』(Hibbett and ltamka)で、ビデォも使
用。日本語Iは、日本語 Iの前後期と日本語Ⅲの後期をカバーするためのも
ので、テキス トはそれぞれのものを使用。日本語Vのテキス トは、ほとんど
が現代文学の ノンフ ィクシ ョンから取 った独 自の もの (Hibbett and





HARVARD』によったものであり、『EAST ASIA AT HARVARD』が「A
Cuide for Freshmen and Sophomorer倒であることに最大の原因があると思
う。カリキュラムの全体の時間構成を見てみると、プリンストン大学と同様
に大きな特色が見られる。 1年次の日本語 1は1週に5時間であるが、日本



















ては前述 した ところであるが、「Harvard Cour"s on Japan」「Harvard
courses whch hclude Japan as Component」には下記のような科目が置か
れている。
Harvard cOurses On Japan(the.Faculty of Arts and Sclences)
コア カリキュラム        、
外国文化 (将軍の王国建設 :日本の統一)、 歴史の研究 (東アジアの伝統
と変化 :日本)、 文学と芸術 (日本の遺物)
文化人類学
文化人類学 (日本の社会と文化)、 文化人類学 (日本における自己と社
会)
東アジアの言語と文明
日本の歴史 (前期 :初期の歴史、後期 :将軍の王国)、 日本の文学 (前
期 :文学史、後期 :現代文学)、 日本語 (現代小説)、 日本語 (漱石と谷
崎)、 日本文学 (伝統的な小説)、 日本文学 (江戸文学セミナー)、 日本文
学 (大衆的な江戸小説 :セミナー)、 日本文学 (文学と芸術における座の
原理 :ConferenCe COur“)、 日本文学 (現代文学セミナー)、 日本文学






美術 (日本の版画)、 美術 (初期の日本の美術)、 美術 (日本の美術 :セ
ミナー)
政治学








社会学 (日本の労使関係)、 社会学 (現代日本の営業と社会)








美術 (美術史人間 :東アジア)、 美術 (東アジアの書道)
宗 教
宗教 (世界の宗教 :相違点と意見交換)、 宗教 (キリス ト教と仏教の意見
交換)、 宗教 (東アジアの仏教史)、 宗教 (仏教の哲学的伝統)、 宗教 (美
学と倫理学の比較からの仏教)
以_上 「Harvard Courses on Japan」 と「:Harv rd Courses Wilich lnclude













「Harvard COurws On Japan」でマスターさせようとしているのだと思う。
































































































































































































































































































































2 日本事情 15時間 1単位 4単位

















7 s,fn I s+{n






















































































































中     国
台    i弯
韓     国
マ レ ~ン ア
アメリカ合衆国
タ        イ
イ ン ドネ シア
香    港
フ ィ リ ピ ン
プ ラ ジ ル










試験の構成 (各級共通) 文字・語彙 100点






























1級 2級 3 級 4級
















514i   162
6421   148
6731    279



























































































































演  習 日本語学研究指導








演  習 社会言語学の諸問題
演  習 こと1並疫化t増する調査研究






社会言語学 特殊講義 言語学イラオロ‐ と民族政治学










演  習 話 しことばの分析






























前期 16 ※ 1・ 2 第7表の


































各10 必  修
卒業論文 必  修
関連科目 16 ※ 3・ 4 選択必修













































































































































































































































































Sir Rutherford Alcock(1809-97)、 Ernest Na`Юn Satow (1843-1929),
WiLiam Aston(1841-1911)ぐらいである。最大の貢献者は1873年(明治6











































Rchard Bowr:ng 教授   近代日本研究主任
Carmen Blacker 博士   日本宗教学講師
Peter KOFmCki  博士   日本史講師
Stephen Largc  博」二   日本史講師
Mark Moms   博士 日本文学講師
Hugh Whttaker 博士   日本社会議師
Haruko Laurle       日本語講師
Tomomi Okaね轟      日本語講師
Cina Barncs   博士  聖ジョンズ・カレジ東洋考古学部上級研究員
[研究業績](刊行本を中心に記す)













































執筆中の著作 『 日本人の行脚 :平家村』





































執筆中の著作 『 日本とフランスー 解釈の歴史』

















研究分野 :  日本語教授法
執筆中の著作 『ケンプリッジの日本語コース』
D“Gina Barnes MA,PhD(Mchtan),St John's Couege
著書






















試験 : Jl  占典日本語  1
J2  古典日本語  1
J3  現代日本語  1
J4  現代日本語  2
J5  日本語作文と論文









試験 : J ll  古典日本語  2
J12  古典日本語  2
J13  現代日本語
J14  日本語作文と論文
J15  現代日本語  3
J16  現代日本語  4
















































G.Dands(BSc,DPhil)   上級講師 (現代東アジア史、国際関係)
J.Jeunek(PromPhil)     L級講師  統語論、機械翻訳、
D.W.Anthony(MSc)    講師   (現代日本経済)
G.H.Healey(MA)     講師   (現代日本政治、日本語)
M.Jelnek(PЮmPhil)    講師 (現代日本文学、日本語)







`縫hool of Oriental and African Studies'の「東洋学科」で、学部には20名の













3.D.A.M∝腱n      教授
Dr.H.J.Banhatchet      講師
(Mr.)J_Brcen       講師
04rs.)M.Docherty     講師
Dr.A.Horie Webber     講師
Di S.KK恭o      講師
Dr B_M■‐Reed      講師
Dr L.Takeuchi      講師
























lT McV.CoW(PhD)   教授・ 日本研究所長
L Okazak―Ward(BA)   上級研究員
















































J F P Blondel博士     (所長)
A N D McAuley      (経済学部)
G B B Chaplin博士     (電気工学部)
J K Fidler博士       (電気工学部)
H M Lubaz博士      (歴史学部)
Y Wilks博士        (言語学部)
J T Roberts        (言語学部)
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19∞年3月1日 発行 編 集 者 武 庫 川 女 子 大 学
言 語 文 化 研 究 所
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